
【様式１】   第 19 回「とよなかエコ市民賞」応募用紙 

活動分野 ※該当するものに、○をつけてください。（複数回答可） 

・環境政策を推進するための総合的な仕組みづくり（多様な主体との協働等） 

・省エネルギーの推進や温暖化防止につながる取組み 

・循環型社会形成につながる取組み（ごみの減量や適正処理等） 

・自然との共生をめざした社会づくり 

・安全で快適な都市環境づくり（大気汚染や公害への対応等） 

・その他（                              ） 

団体名 
(代表者名) 

 

とよなか市民環境会議 

 

 会長 豊中市長 

 

設立年月日 １９９６年５月１６日 

団体人数 構成団体数 128団体   
 

住 所 

〒●●●―●●●● 

豊中市中桜塚●－●－● 

 

連絡先 

TEL: （06）6858-2128 FAX:(    )     - 

e-mail: kankyoukeikaku@city.toyonaka.osaka.jp 

フリガナ トヨナカ タロウ 

担当者 

豊 中 太 郎 

 

発足経緯 

地球温暖化などの地球規模の環境問題に取り組むためには、あらゆる人々が協

力し、それぞれの立場からできることをしていこうという意識のもと、平成 8

年 5月に市民・事業者・行政が互いに協力し合って地球環境を守る取組みを進

めるためのパートナーシップ組織として 150団体が集い発足。 

 

記入例 



活動内容 

(タイトル)  

豊中における環境問題の普及啓発活動 

（内容）                      ※詳細は添付資料参照 

市民･事業者・行政の行動計画である「豊中アジェンダ２１」の進行管理な

どを行い環境問題の普及啓発活動を市民・事業者・行政の中間の立場から環境

活動を進めている。 

平成 18年、市民の環境活動を表彰し、環境視点での持続可能なまちづくり

の推進に向けた行動の輪を広げることを目的としたとよなかエコ市民賞プレ

イベントで受賞団体の環境活動発表会を行った。 

その他 

※アピールコメントなど 

豊中における環境問題普及啓発活動の一環として行っている「とよなかエコ市民

賞」は、少しずつではありますが、環境活動を行う団体に周知され始めています。今

後も、引き続き「とよなかエコ市民賞」や講演会などを開催し、環境活動団体同士、ま

た市民・事業者・行政の交流の輪が広がるような活動を進めていきたいと考えており

ます。 

 


